
 



・順調に工事が進めば、平成３２年度末には全線が
高架化できる計画です。

・現在、着々と工事を進めており、平成２７年度末
までに、まずは、下り急行線の高架橋を完成させ
ます。

・高架化に合わせた、まちづくりも進めています。

・現在、地区計画の策定に取り組んでおり、こちら
は、その計画をイメージにしたものです。

・平成１７年３月の事故後、制度改正や採択要件の
緩和があり、平成２３年３月に都内初の区施行と
して都市計画決定。同年１２月には事業認可取得、
平成２４年の１１月に工事着手しました。

・事故発生から７年７ヶ月での、異例とも言える
スピードで工事着手することができました。

・総事業費約５４０億円のうち、補助金を除いて
区が純粋に負担する金額は、約１１０億円です。

・平成２３年度末までに、約１１５億円の基金を
積み立てました。

・本事業は、約１.５キロメートルの区間を高架化
することで、２つの踏切を除却します。

・事業認可期間は、平成２３年１２月２０日から
平成３３年３月３１日までとなります。

・工事は、１日約千本もの鉄道運行を確保しながら
施工する必要があるため、終電車から始発電車
までのわずかな時間しか線路内の工事ができない
など、制約の多い大変な難工事となっております。
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まずは下りの急行線！ 平成３２年度末高架化完成予定 新しいまち竹の塚を目指して


